
氏
名
（
筆
名
）　
　
　
　

詩
人
名
の
読
み
仮
名

生
年
（
西
暦
）　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
年

生
ま
れ
た
都
道
府
県
名

現
住
所
（
郵
便
番
号
・
都
道
府
県
名
か
ら
お
願
い
し
ま
す
）※

※現住所は都道府県・市区名まで著者紹介欄に掲載します。
　校正紙をお送りしますので、すべてご記入ください。

代
表
著
書
（
計
二
冊
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

所
属
詩
誌
団
体
名
（
計
二
つ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

公
募
趣
意
書

―
 

以
上
の
略
歴
と
同
封
の
詩
篇
に
て

　
　
　
　
『
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
語
り
継
ぐ
詩
集
』
に
参
加
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。

〒

キ
リ
ト
リ
線
（
参
加
詩
篇
と
共
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
）
デ
ー
タ
原
稿
を
お
持
ち
の
方
は
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

『
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
語
り
継
ぐ
詩
集
』

『
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
語
り
継
ぐ
詩
集
』
参
加
承
諾
書

　

出
版
内
容
＝
平
和
憲
法
の
理
念
を
し
な
や
か
な
言
葉
と
豊
か
な
想
像
力

　
　
　
　
　
　
　

で
試
み
る
詩
選
集

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
５
判
・
約
三
○
○
〜
三
五
○
頁
、
定
価
一
八
〇
〇
円
＋
税

　

発
　
行
　
日
＝
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
（
憲
法
記
念
日
）
発
行
予
定

　

編
　
　
　
者
＝
鈴
木
比
佐
雄
、
佐
相
憲
一

　

発
　
行
　
所
＝
株
式
会
社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

　
公
　
　
　
募
＝
二
〇
〇
人
の
詩
を
公
募
し
ま
す
。
詩
作
品
と
承
諾
書
を
お

　
　
　
　
　
　
　

送
り
下
さ
い
。
作
品
は
既
発
表
・
未
発
表
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

趣
意
書
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　

が
可
能
で
す
。http://www.coal-sack.com

/

　
参
　
加
　
費
＝
一
ペ
ー
ジ
本
文
四
十
行
（
一
行
二
十
五
字
）
で
一
万
円
、

　
　
　
　
　
　
　

二
冊
配
布
。
二
ペ
ー
ジ
本
文
八
十
八
行
で
二
万
円
、
四
冊

　
　
　
　
　
　
　

配
布
。
掲
載
さ
れ
る
詩
篇
の
校
正
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
の
郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
振
り
込
み
を

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
し
め
き
り
＝
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
一
日
必
着（
本
人
校
正
一
回
あ
り
）

　
原
稿
送
付
先
＝
〒
一
七
三‐

〇
〇
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
板
橋
区
板
橋
二‐

六
三‐

四‐

二
〇
九

　
デ
ー
タ
原
稿
の
方
＝
ご
郵
送
と
同
時
に
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

【
本
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
よ
び
か
け
文
】

　

日
本
国
憲
法
は
一
九
四
六
年
十
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
一
九
四
七
年
に
五

月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
」

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
な
ど
の
十
五
年
戦

争
で
死
亡
し
た
三
一
〇
万
人
や
傷
つ
き
残
さ
れ
た
多
く
の
日
本
国
民
の
不
戦

の
誓
い
や
平
和
を
希
求
す
る
精
神
を
背
景
に
し
て
日
本
国
民
が
産
み
出
し
拠

り
所
に
し
て
き
た
も
の
だ
。
軍
人
だ
っ
た
父
や
親
族
を
戦
地
で
亡
く
し
空
襲
・

原
爆
で
家
族
を
亡
く
し
た
こ
と
を
記
し
た
詩
人
た
ち
の
痛
切
な
詩
篇
を
私
は

数
多
く
知
っ
て
い
る
。
戦
後
七
十
年
が
過
ぎ
て
そ
ん
な
戦
禍
の
悲
劇
の
記
憶

を
忘
却
し
た
よ
う
に
、
国
民
の
多
く
の
反
対
が
あ
っ
て
も
解
釈
改
憲
に
よ
っ

て
戦
争
に
加
担
す
る
恐
れ
が
迫
っ
て
き
た
。「
駆
け
付
け
警
護
」
な
る
武
器

使
用
が
出
来
る
自
衛
隊
の
活
動
は
憲
法
九
条
「
戦
争
放
棄
」
の
精
神
と
は
相

い
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
国
益
を
第
一
と
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生

し
日
米
安
保
条
約
が
揺
ら
い
で
く
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
自
衛
隊
を
国
防
軍
と

し
て
明
記
す
る
憲
法
に
す
べ
き
と
の
改
憲
が
加
速
化
し
て
く
る
。
世
界
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
戦
争
に
向
か
う
前
に
、
日
本
国
憲
法
の
「
戦
争
放
棄
」
と

い
う
究
極
の
理
念
こ
そ
が
戦
争
を
回
避
さ
せ
る
普
遍
的
な
平
和
の
砦
で
あ
る
。

こ
の
憲
法
は
基
本
的
人
権
、
国
民
主
権
、
三
権
分
立
、
生
存
権
、
男
女
同
権
、

表
現
の
自
由
な
ど
人
類
が
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
作
り
上
げ
て
き
た
個
人
の

根
源
的
な
自
由
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
、
国
家
・
政
治
家
た
ち
か
ら
民

衆
の
生
命
を
守
る
最
後
の
切
札
に
な
っ
て
き
た
は
ず
だ
。
明
治
初
期
の
自
由

民
権
運
動
が
生
み
出
し
た
五
日
市
憲
法
草
案
な
ど
の
多
く
の
私
擬
憲
法
や
カ

ン
ト
の
「
永
遠
平
和
」
な
ど
が
、
日
本
国
憲
法
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
平
和
憲
法
の
理
念
を
し
な
や
か
な
言
葉
と
豊
か
な
想
像
力
で
、
ぜ
ひ
詩

に
書
い
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
鈴
木
比
佐
雄
）

　

世
論
調
査
で
は
国
民
多
数
は
性
急
な
改
憲
を
支
持
し
て
い
な
い
。
特
に
第

九
条
戦
争
放
棄
な
ど
は
、
変
え
る
必
要
が
な
い
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
、

が
変
え
る
べ
き
を
上
回
っ
て
さ
え
い
る
。
だ
が
、
権
力
の
座
に
い
る
政
治
家

達
は
一
気
に
改
憲
議
論
を
加
速
し
よ
う
と
煽
り
立
て
、
危
険
な
動
き
と
な
っ

て
い
る
。

　

い
ま
の
日
本
国
憲
法
は
押
し
つ
け
で
も
非
現
実
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
で
も
な

い
。
人
類
の
苦
難
の
歴
史
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
こ
の
日
本
と
い
う
列
島
の

民
衆
の
切
実
な
願
い
を
反
映
し
た
、
人
類
史
上
先
駆
的
・
画
期
的
な
憲
法
で

あ
り
、
そ
の
下
で
無
数
の
人
び
と
が
こ
れ
ま
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
た
現
実

的
な
土
台
で
あ
る
。
戦
後
社
会
の
こ
の
憲
法
の
肯
定
的
な
力
は
大
き
く
、他
方
、

戦
後
民
主
主
義
の
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
の
憲
法
の
せ
い
に
す
る
の
も

お
門
違
い
だ
。
も
っ
と
徹
底
し
て
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
社
会
前
進
に

も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
、
平
和
主
義
。
法
の
下
の
平
等
、
男
女
平
等
、

思
想
信
条
・
学
問
・
職
業
選
択
・
表
現
・
集
会
結
社
な
ど
の
自
由
、
公
共
の

福
祉
の
重
視
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
権
利
、
勤
労
者
の
権
利
、
拷
問
の

禁
止
、
当
事
者
双
方
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
婚
姻
、
三
権
分
立
、
司

法
の
独
立
、
地
方
自
治
、
恒
久
平
和
、
世
界
友
好
な
ど
。
こ
れ
ら
は
今
後
ま

す
ま
す
光
る
だ
ろ
う
。

　

わ
た
し
た
ち
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
命
の
声
を
大
切
に
す
る
詩
文
学
の
立
場

か
ら
、
改
憲
勢
力
の
危
険
な
動
向
に
詩
精
神
を
も
っ
て
抵
抗
し
た
い
。
い
ま

の
社
会
状
況
に
照
ら
し
て
も
新
鮮
な
憲
法
の
中
身
。
憲
法
記
念
日
に
向
け
て
、

現
行
憲
法
諸
条
項
の
理
念
を
大
切
に
し
た
、
自
由
で
豊
か
な
詩
作
品
を
募
集

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
相
憲
一
）

ＴＥＬ（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

応
募
す
る
詩
の
題
名


